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2019 年度　活動報告書
氏名：瀬川晃

役職：准教授、RCIC 運営委員会、広報委員会、図書委員会、入試実施委員会
プロジェクト：移動体芸術プロジェクト
担当授業：デザイン特論 A（情報×デザイン）、プロジェクト技術演習

活動の概要
授 業 やプロジェクト以 外 に印 刷 物 の 実 践 的な制 作 機 会として学 生 に対して
OPENHOUSE2019 や IAMAS2020 など、フライヤー・リーフレットなど制作指導、おお
がきビエンナーレ 2019 のデザインディレクション、卒業生と連携した Anual Rrport2019
のデザイン監修、後期博士課程用の広報ツールのデザインディレクションを行った。研究
では移動体芸術プロジェクトとして体験型作品の制作・運営。学外では地域の文化活動

「草の根交流文化サロン」の支援、小学 6 年生を対象としたレクチャー、名古屋芸術大
学非常勤講師を担当。

学内外で携わった共同活動

韓国 ISEA2019 車輪の再発明プロジェクト Short Papers 

The Re-Inventing the Wheel Project: 
An archaeological approach for making things alternatively 
Kazuhiro Jo, Ryota Kuwakubo, Akira Segawa, Takuro Oshima, Yusuke Gushiken, 
Asami Takami, johnsmith 

OPENHOUSE 2019　デザイン監修
ベースとなるデザイン、DM、ウェブ、ショーケースのレイアウトを担当。リーフレットとサ
イン計画は在学生へ制作を依頼し、ディレクションを担当。 

制作：2019 年 5 〜 7 月  
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養老アート・ピクニック2019
移動体芸術プロジェクトの研究の一環として、自転車に取り付けられたブレンダーを走り
ながら回転させることにより、食材（ナッツやフルーツ、時には昆虫）がミックスされ、参
加者が自らの身体性を駆使しながら作られるドリンク（スムージー）を食する体験型作品
制作・運営。

制作：2019 年 6 月〜 10 月
会期：
2019 年 9 月：カクテル自転車（名古屋市長者町） 
2019 年 10 月：シェイク自転車（岐阜県養老町）

　

おおがきビエンナーレ 2019 デザインディレクション  
デザインコンセプトの共有からリーフレット、ウェブ、サインなどイベントに関連するデザイ
ンディレクションを担当

デザイン：井口仁長（卒業生）
会期：2019 年 12 月 5 日（木）〜 8 日（日） 
会場：附属図書館、ギャラリー 1、2、セミナーホール 
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［中］Lean Desk｜Designed by Joni Steiner & Nick Lerodiacondou
［上］Neural Beatbox｜Concept / Direction: Nao Tokui (Qosmo, Inc.), Research / Management: Max Frenzel (Qosmo, Inc.), Development: Robin Jungers (Qosmo, Inc.), Design: Alvaro Arregui (Nuevo.Studio)

［下］The Morandi‚s Room｜Direction: Ryota Kuwakubo, Development: Shigeru Kobayashi, Text: Shigeru Matsui, 3D modeling: Yoshiyuki Otani, Research: Xinqi Zhang

主催：情報科学芸術大学院大学 [IAMAS]、大垣市／ 2019年度岐阜おおがきビエンナーレ・ワーキング・グループ：赤羽亨、伊村靖子、小林茂／ディレクター：伊村靖子（メディアアートセンター・ ワーキンググループ）

IAMASギャラリー1・2, ホールA (ソフトピアジャパンセンタービル 3F・4F)
IAMAS Gallery 1&2, Hall A (Softopia Japan 3F, 4F)

11:00－19:00(6,7日は20:00まで) 入場無料,予約不要
2019.12.5■木－8■日 
December 5, 2019 to December 8, 2019
11 am to 7 pm (open until 8 pm on December 6 and 7)

www.iamas.ac.jp/biennale19

　

エントランス（ソフトピアジャパンセンタービル4F）

岐阜おおがきビエンナーレ2019・
ガムラン歓迎演奏会
2019.12.8［日］　11:00―12:00
［演奏曲目］マニャルセウ、ググルグヌン、ウィルジュン

IAMASガムラン楽団（仮）は情報科学芸術大学院大
学［IAMAS］の学内プロジェクト、タイムベースドメディ
アが2018年度に開始されたことに伴って結成された
ガムラン楽団。岡戸香里、中川真を講師としてジャ
ワの古典音楽の研鑽に励むが、コンサート志向の
演奏集団ではなく、ガムランの音楽言語や空間に
深くわけ入ることをめざしています。

〈演奏会によせて〉
今回の岐阜おおがきビエンナーレのテーマが高度な
テクノロジーが浸透した現代社会における「公共圏」
を模索するものであるとすれば、ガムラン音楽は人
類における公共圏という言葉の起源をもっともよく表
している「メディア」ではないでしょうか。ひとりひとり
の奏でる個々の音の総体によって「音楽」を生みだ
すガムランは、誰かが何かを「所有」するのではなく、
互いに「共有」することによって人間の世界が成り
立っていることの仕組み＝人類のDNAを教えてくれ
ます。それは、IAMAS楽団を指導してくださる中川
真先生が結成したガムラン・アンサンブル「マルガサ
リ」の多岐にわたる活動の軌跡をみても明らかでしょ
う。（三輪眞弘）

シンポジウム 関連イベント

　今新しい表現はどこから生まれてくるのでしょうか。情報化社会が進むにつれて、

あらゆるものの創作や流通のプロセスが変化しています。個人が情報化され、多

層なネットワークが発達する中で、それらを再結合する力が求められているのです。

　岐阜おおがきビエンナーレ2019では、このような問題意識から、公共圏としての

制作環境に注目します。ここで言う公共圏とは、誰もがアクセスしうると同時に、複

数の価値や意見の〈間〉に生成し、人々の間に生起する出来事への関心にもとづ

く、差異を前提とする空間でもあります。メディア技術によって、つくり手と受け手の

関係がどのように変化しうるのかを問うことが、制作環境に注目する理由です。

　具体的には、機械との協働によりアーティストの創造的行為をアーカイブし、次

の創作への活用モデルを示すこと、設計者、制作者、使用者による協働的デザイ

ン環境の提案を中心に、制作環境の現在形を考えます。シンポジウムと関連作品、

資料展示を通じて制作環境を開示することにより、メディア表現を批評的にとらえる

ための場＝公共圏とみなします。

ホールA（ソフトピアジャパンセンタービル4F）

2019.12.5［木］　15:00―18:00
「ソーシャル・ファブリケーションとメディア技術」

秋吉浩気（建築家／起業家／VUILD株式会社代表取締役）

安藤英希（藤工芸株式会社代表取締役）

堀江賢司（株式会社OpenFacotry代表取締役／

堀江織物株式会社取締役／

一般社団法人デジタルファブリケーション協会理事）

赤羽亨（IAMAS准教授／インタラクションデザイン）

伊村靖子（IAMAS講師／芸術学）

建築、木工、印刷といった「ものづくり」の分野での
デジタル技術の活用事例を通して、設計者・制作
者・使用者の新たな関係に着目します。

2019.12.6［金］　15:00―18:00
「AIとの共創による新たな作家像」

徳井直生（Qosmo代表取締役／慶應義塾大学准教授／　

Dentsu Craft Tokyo Head of Technology）［オンライン出演］

小林茂（IAMAS教授／メディアデザイン）

クワクボリョウタ（IAMAS准教授／メディアアート）

松井茂（IAMAS准教授／映像メディア学）

現代の芸術家は「AI」を制作環境としてどのように捉
え、その可能性に注目しているのかを、展示作品を
通してディスカッションします。

2019.12.7［土］　15:00―18:00
「生活の芸術化、芸術の生活化」

藤田治彦（神戸芸術工科大学芸術工学部教授）

鞍田崇（明治大学理工学部准教授）

伊村靖子（IAMAS講師／芸術学）

モダンデザインの父・ウィリアム・モリスの活動や民
藝運動を中心に、日常生活の中にある工芸芸術へ
の視点から現代のデザイン環境を考えます。

2019.12.8［日］　15:00―18:00
「メディア技術がもたらす公共圏」

村田麻里子（関西大学社会学部教授）

立石祥子（立命館大学衣笠総合研究機構専門研究員）

門林岳史（関西大学文学部総合人文学科映像文化専修准

教授）

伊村靖子（IAMAS講師／芸術学）

近年のメディア環境がもたらした公共圏／親密圏の
変容から、行為遂行的・仮設的な芸術の可能性に
ついてディスカッションします。

今、なぜ（どのように）公共圏を問うのか
伊村靖子（ビエンナーレ・ディレクター／ IAMAS講師）

　90年代半ばにインターネットが一般に普及し、2000年代後半にスマートフォンが広く使わ
れるようになり、かつて仮想空間と言われたネットワークがますます現実のものとなりつつあり
ます。2010年のチュニジア・ジャスミン革命、2011年のエジプト革命に始まる「アラブの春」
は、ソーシャルメディアが公共圏を生み出す原動力となった例であり、同じく2011年の東日
本大震災は、既存のインフラストラクチャーの脆弱さやコミュニティの再生を強く意識する契
機となりました。こうした背景と軌を一にするように、私たちの日常生活の深部にメディア技
術によるネットワークが浸透しつつあります。他者によってつくられたシステムを前提とした社
会において、私たちはどのような知を構築できるのでしょうか。
　今回のビエンナーレでは、4日間のシンポジウムを通じて、社会と技術の新たな接点を見
出そうとしたデザイン運動のありようを歴史的視座から捉え直すとともに、メディア技術が現
代社会にもたらした仮設的（ephemeral）かつ行為遂行的（performative）な価値について考えま
す。あわせて、協働から生まれるデザイン、AIという他者との関わり方への提案を、実制作
の立場から問いかけることにより、公共圏／親密圏について議論したいと思います。

協働的デザイン環境
赤羽亨（Action Design Researchプロジェクト研究代表者／ IAMAS准教授）

　近年、デジタルファブリケーション機器の普及により、個人によるものづくりの可能性が
開拓されてきています。一方で、従来の産業技術との併用可能性やデザイン・プロセスの
開示によるデザイン批評としての側面をどのように考え、構築していけるかは課題として残さ
れたままとなっています。この課題に取組むにあたり、本プロジェクトでは技術論を起点にす
るのではなく、近隣の中小企業でのデジタルファブリケーション機器の使われ方をリサーチす
ることから始めました。制作環境としてデジタルファブリケーションを位置づける時、使用方
法や既存技術との組合せ方は、制作者によって千差万別です。そこで立ち現れる差異を
肯定的に捉え、違う立場の制作者が協働してプロトタイピングすることを通して、これまでに
ない可能性を、発見し、発展させていく、それが本プロジェクトがとる方法論であり、それが
起こる環境が協働的デザイン環境です。本展覧会では、協働的デザイン環境構築のプロ
セスと、協働から生まれたプロトタイプを展示します。

人工知能のあらたな在り方を探求する
小林茂（Archival Archetypingプロジェクト研究代表者／ IAMAS教授）

　アーカイブとは、新たな創造のために、創造的行為を記録し、保存し、伝える活動であり、
人間の創造性にとって重要な基盤です。従来、アーカイブの手段として、人が書いた文字
であるテキストにくわえて、機械が書いた文字である静止画、動画、録音といったメディア
が用いられてきました。しかしながらこうしたメディアには、人が言語化できる範囲しか扱えな
い、人が残したいと思ったものしか残されない、といった制約があります。そこで本プロジェ
クトは、作品制作中における作者の創造的行為を（無意識的なものも含めて）記録する新たなメ
ディアとして、人工知能に注目しました。人工知能は、往々にして人と対比され、しばしば
人の仕事を奪う危険な存在と見做されます。しかしながら、人と人工知能が共に進化するこ
とでのみ拓かれる可能性もあるはずです。例えば、最近の若い棋士達は、人工知能と対峙
することにより、人が長い時間をかけて醸成した将棋文化を進化させ、あらたな局面を拓き
つつあります。人の単なる道具でも奴隷でもない、あらたな人工知能の在り方を探求する私
たちは、本展覧会において研究成果の一部をメディアアート作品として展示し、Archival 

Archetypingという考え方を提案します。

開催趣旨

ふれあい広場（ソフトピアジャパンセンタービル1F）

岐阜クリエーション工房2019

〈作品展示〉

2019.12.5［木］, 8［日］　11:00―19:00
2019.12.6［金］, 7［土］　11:00―20:00

〈講評会&トークイベント〉

2019.12.7［土］　13:00―14:30

同時開催

岐阜おおがきビエンナーレ2019

メディア技術がもたらす公共圏
2019年11月22日発行

主催：情報科学芸術大学院大学［IAMAS］、大垣市
編集：伊村靖子、赤羽亨、小林茂
会場構成：冨田太基
グラフィックデザイン：井口仁長
協力：Action Design Research Project, Archival Archetyping Project
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IAMAS2020 修了研究発表会　デザイン監修 
実行委員会デザイン担当学生より提案のあったキービジュアルの選定、フライヤー・リー
フレットのレイアウト・校正などを全体にデザイン監修を担当。

ビジュアル・レイアウト：大野、森田、大阪、川又、幅田、守下
制作：2019 年 12 月〜２019 年 2 月
会期：2019 年 2 月 21 日〜 24 日

IAMAS 産業・地域連携成果報告 2019 年度 
卒業生（近藤崇司）と連携し、昨年のレイアウトを踏襲した小冊子を制作。

編集：瀬川晃・山田聰（産業文化研究センター）
デザイン：近藤崇司
制作：2019 年 12 月〜 2019 年 2 月

　

情報科学芸術大学院大学紀要　第 10 巻・2019 年 　
表紙デザイン担当。2019 年テーマカラー・エレメントを基調にレイアウト。

制作：2020 年 3 月 
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IAMAS 学校案内パンフレット2020　ディレクション・編集 
卒業生（中西要介）と連携し、昨年の学校案内を踏襲した小冊子（日・英）を制作。

編集：瀬川晃（産業文化研究センター）｜中西要介
デザイン：中西要介　写真：今井正由己（p.1–4 /6/10–12/ 14–15 /32） 
制作：2019 年 12 月〜 2020 年 3 月

研究プラットフォームとしての IAMAS　ディレクション
博士後期課程広報リーフレット（日・英）を制作。

編集・ディレクション：小林茂・瀬川晃（産業文化研究センター）
デザイン：中村直永
制作：2020 年 1 月〜 3 月

IAMAS as a Research Platform

思考
Thinking

創造
Creation

理論・手法

 Theory/Method

現場からの学び

Learning from
the field

　　情報科学芸術大学院大学［IAMAS］では、高度な

専門性を持つ教員と学生が複雑な研究課題に領域横断的に

取り組み、先端的な研究活動を行っています。その成果は、

国内のみならず国外のグローバルな場でも高い評価を受けて

います。高度な研究活動には、思考と創造の繰り返しによる

理論や手法の構築と同時に、実社会における実践に責任を

持って関わることからの学びが必要です。岐阜県立の教育

研究機関という特性を活かし、県内の自治体、企業、文化施設、

研究機関、地域コミュニティなど、身近な実社会である地域

社会とさまざまな連携を実現していることは、本学の重要な

特長です。本紙では、IAMASが取り組んでいる実践事例の

中から一部を抜粋して紹介します。

研究プラットフォームとしてのIAMAS

　　At the Institute of Advanced Media Arts and 

Sciences [IAMAS], highly specialized faculty and 

students work on research projects that address 

complex issues that require interdisciplinary 

solutions. The results have received high praise not 

only in Japan but also overseas. Advanced research 

requires a commitment to learning from real-world 

practice, as well as theories and methods built 

through repeated thought and creation. Taking 

advantage of our position as a public education and 

research institution, we engaged in various kinds of 

collaboration with real-world local communities, 

such as local governments, corporations, cultural 

facilities, research institutes, and Gifu residents. 

This is what makes our school unique. This leaflet 

introduces some of the practical projects at IAMAS.

IAMAS as a Research Platform

IAMASは、プロジェクト、事業、共同・受託研究などさ

まざまなチャンネルで、地域コミュニティ、文化・教育・研究

施設、企業・自治体などと繋がっています。開学以来の研究

活動を通じて醸成されたこのネットワークが、IAMASの大

きな資産です。

ネットワーク

IAMAS has a network to local communities, 

cultural/educational/research facilities, 

corporations/local-governments through a variety 

of channels, including project classes, projects, and 

joint/contract research. This network, fostered 

through research activities since its establishment, 

is a significant asset of IAMAS.

Network

研究
Research

実践
Practice

プロジェクト

Project

地域コミュニティ

Local Community

文化・教育・研究施設
Cultural/Educational/

Research Facility

企業・自治体
Corporation/

Local Government

共同研究

Collaborative
Research 

自主活動

Voluntary
Activitity

受託研究

Contract
Research

事業

Business

アート
Art

エンジニアリング
Engineering

コミュニケーション
Communication

デザイン
Design

IAMAS

お問い合わせ Inquiries
IAMAS Academic Office
4-1-7 Kagano, Ogaki-shi, Gifu 503-0006 JAPAN
TEL： +81 5 84 75 66 41
E-mail: info-exam@ml.iamas.ac.jp
https://www.iamas.ac.jp

IAMAS 事務局教務課
〒503-0006 岐阜県大垣市加賀野4丁目1番地7
TEL： 0584 75 6641
E-mail: info-exam@ml.iamas.ac.jp
https://www.iamas.ac.jp

Critical Cycling

Action Design Research Project

NxPC.Lab + CLUB TRAIN

Gifu Innovation Workshop
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IAMAS' Workshop for Children

社会活動

名古屋芸術大学　ビジュアルデザインコース　非常勤講師
ビジュアルデザインコース 4 年生を対象にデザイン演習と卒業制作を指導。

期間：2019 年 9 月〜 1 月

池田町立八幡小学校スクールフォーラム「ようこそ先輩」 
池田町立八幡小学校 6 年生と保護者を対象にグラフィックデザインについての講演。

講演：2019 年 11 月



5｜2019　活動報告書　瀬川晃

学外での個人活動

「Morocco ー祈りのカタチー」  岩瀬美佳子＋中林万里子 
第 48 回草の根交流文化サロン in SEINO 
フライヤーレイアウトデザイン担当。 

会期：2019 年 8 月 11 日（土）～ 8 月 31 日（日）
会場：土川商店「場所かさじゅう」揖斐郡池田町宮地 930 

　

世界をひらく時間 2020 
リーフレットのレイアウトデザイン協力。 

会 期：5 月 １/2/3 日、6 月 26/27/28 日、7 月 10/11/12 日、8 月 21/22/23 日、9 月
25/26/27 日（金土日）
会場：あわ居　岐阜県郡上市白鳥町石徹白

　


